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子どもの発達段階に応じて知識を関連付け、

「流域」･「水循環」と
人･生活とのつながりイメージの例
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総合的な学習の時間、理科、社会科、
防災教育において役立つ

河川･水の学び

概念形成に役立つ河川・水の学び

推薦のことば

人と水

より大きな川への合流点

海への出口

生活と水

●家庭・学校等
（調理、洗濯、
風呂、トイレ等）

例：
学校に向けて
周囲の地面に降った
雨や雪を集めてくる
土地の範囲
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さらに詳しい内容は
書籍版「河川・水の学び（教育出版）」を
ご覧ください。

ある地点に向けて
周囲の地面に降った雨や雪を

集めてくる土地の範囲

●地下へのしみ込み
（しみ込み方は土の粒の

大きさによって違いがある）

●蒸発散
●物質が溶け込む

・混ざる

●地表面の流れ
（水は高いところから
低いところへと流れて

集まる）

●表現
●感性

（水に触れる・親しむ）

●流れて集まることで
水量が増える

（増水）

●特色ある産業や生活
（流域毎の

上流～中流～下流）
●降った雨を集めて

河川の流れを形成する
という地形の働き

●地形の持つ特徴や
地形の成り立ち

●地形と
土地利用の

推移

●水は繰り返し
使われる

（水利用）

●地域の
水害リスクと

防災・減災

●水が及ぼす力・
その力が働く相手

➡侵食・運搬・（堆積）
●水の働きによる

地層の形成
（平らな土地の成り立ち）

河川や水を対象にした学びにより、子どもの発達段階に応じて、新しい知や

その構築のしかた、体系化が獲得されると確信する。そして、河川や水に関する新しい知の

体系化の過程において、子どもがどのような状況でも自らが生きていく力を獲得していくと確信する。

●生物と環境

流域

●降水（雨や雪）
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GSI, Esri, TomTom, Garmin, Foursquare, GeoTechnologies, Inc, METI/NASA, USGS | Source: Airbus,USGS,NGA,NASA,CGIAR,NLS,OS,NMA,Geodatastyrelsen,
GSA,GSI and the GIS User Community | Map data OpenStreetMap contributors, Microsoft Building Footprints, Scene Layer by ESRI
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上昇気流で運ばれた空気中の水蒸気は、
上空で冷やされて雲となり、

さらに雲粒が凍結して大きくなり、
やがて降水となって地上に戻る

水は、水面や地面などからの蒸発や、
植物による発散により水蒸気になり

空気中に含まれていく

地形から水の流れという視点に立って切り取られる（決定される）流域、降水から始まり地表や地下

を流れたり貯留されたりする水の特徴を表す水循環によって、河川（網）が形成される。凹凸のある

流域の地形が水の流れを規定するとともに、水の流れは地形を変える力を持ち、逆に流域を規定し

うるように、流域と水循環は相互に影響する。これらの相互関係の結果が河川（網）として顕在化し

ている。流域と水循環という２つの見方の理解は、河川・水の学びの価値の源泉となっている。

降水（雨や雪）

蒸発散

地表面の流れ

地下へのしみ込み

水は高いところから
低いところへと流れて集まる

水のしみ込み方は
土の粒の大きさによって

違いがある

水循環

流域

図中の楕円（　　　）で示した地点の流域は、
図中の一点鎖線（ 　　　 ）で示された「尾根を結んだ稜線」

で囲まれた内側の範囲となる

ある地点に向けて周囲の地面に降った
雨や雪を集めてくる土地の範囲

FEATURE FEATURE

FEATURE

FEATURE

総合的な
学習の時間

幼児教育･生活科

理科･社会科
段階的発展が可能な

河川・水の学び

「防災」「環境」「地域」など、
身近な課題、生活や社会とつながりのある

課題を通じた探究・ものごとの全体を
一つの系（システム）と捉えた学び

水に触れることで、
自然現象についての

感覚的な理解を深める

流域・水循環という捉え方により、
自然現象と社会的事象の

関連性を学ぶ

河川・水の学びは、教科等を横断し、
つながりを持ちながら段階的に発展

水害の発生機構や土地の成り立ちの理解など流域・水循環という捉え方から原理原則を学ぶ
理科で学ぶ自然現象を、人や社会にどのように影響を及ぼすか

という社会的事象に無理なく結び付けられる

流域という地形の捉え方・水の循環から人々との関係を学ぶ
社会科で学ぶ社会的事象を通して、理科で学んだ知識を
その活用方法について認識したうえで、深く理解できる

水に触れて親しむなどの諸感覚を
通した遊びで幼児教育へ貢献
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│   推薦の言葉   │

│   推薦の言葉   │

北海道教育大学大学院 教育学研究科
高度教職実践専攻　教授　渋谷 一典

学校法人ろりぽっぷ学園
ろりぽっぷ小学校・こども園・保育園・学童・小規模保育園

ろりぽっぷ小学校　校長　髙橋 元気

教科書がない総合的な学習の時間では、
学習内容や育成する資質・能力を学校ごとに

設定する必要がある。この資料は、
総合的な学習の時間の単元に、地域の実態に

応じた河川・水に関する課題をとりあげようとする
学校に具体的な示唆を与えてくれる。

幼児教育が小学校以降の学びに
どのように繋がるのかか書かれており、

幼・小の連携を
円滑にする手助けになる

│   推薦の言葉   │ │   推薦の言葉   │ │   推薦の言葉   ││   推薦の言葉   │ │   推薦の言葉   │

国土交通省  水管理・国土保全局
河川環境課長　豊口 佳之

赤磐市立山陽小学校
校長　岸本 勝義

広島県三次市立甲奴中学校
校長　佐伯 貴昭

帝京大学 教育学部 初等教育学科
准教授　阪本 秀典

日本体育大学 児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科 教授 　田口 紘子

流域に豪雨が降れば河川は増水し、
それが防災対策を上回れば水害が

発生する。自然、人、社会などの関係を
体系的に考える上で、貴重な

機会（教材）になると期待している。

河川・水教育により、子どもたちが
部分的な理解から脱却し、全体的かつ
包括的に物事を考えることができます。
そして、持続可能な未来を築くための

視点を示してくれる。

中学校では教科が独立しているが、
教師がシステム思考を取り入れることで

教科間の繋がりが深まることから、
初等教育だけでなく

中等教育においても有効な内容である。

これまでの小学校理科における
河川・水に関わる単元は、それぞれの

学習内容が独立していると感じていた。
「システム思考」を取り入れることで、
それらの単元同士が、循環の一部として

つながることが期待される。

社会科では「浄水場」や「地域に水を引いた
先人」の背景にとどまりがちな河川。

流域や水循環の見方や捉え方を導入する
ことによって、子供達に新たな思考や行動を

促す社会科学習を提案しようとしている。

水循環と流域の概念 

河川・水の学びは発達段階に応じて一貫して教育に貢

献できる教科等を縦断的・横断的に取り組むことで、現

代的な諸課題に対応して求められる資質・能力及び学

習の基盤となる資質・能力の育成に貢献できる

地形から水の流れという視点に立って切り取られる（決定される）流域、降水から始まり地表や地下

を流れたり貯留されたりする水の特徴を表す水循環によって、河川（網）が形成される。凹凸のある

流域の地形が水の流れを規定するとともに、水の流れは地形を変える力を持ち、逆に流域を規定し

うるように、流域と水循環は相互に影響する。これらの相互関係の結果が河川（網）として顕在化し

ている。流域と水循環という２つの見方の理解は、河川・水の学びの価値の源泉となっている。

幼児教育

幼児期の体験が、低学年での学習へとつながり、
中学年以降の実感を伴った理解への基礎となる

生活科

推薦者の所属は令和6年3月時点

「河川・水の学び授業展開例」

河川・水教育の実践にあたり、
以下「河川・水の学び授業展開例」を

参考にご利用ください。

理科 社会科

幼児教育

生活科

流域のイメージ：地理院地図のツール（3D）で作成した図を加工して河川財団において作成

│   推薦の言葉   │

日本河川教育学会
会長　金沢 緑

河川・水の学びは、身近な題材であるため
探究課題を見出しやすく、

その広がりは大きい。例えば流れる水の働きの
学習から河川の作用により田畑や町が形成され、

人々の営みがある事に気づくなど、
子ども自身が新しい課題を発見し

学び続けることが期待できる。

│   推薦の言葉   │

国立研究開発法人 土木研究所
理事長　藤田 光一

本書の究極のねらいは、河川・水を学ぶこと、
その学び方を獲得することにとどめず、

「学びはどうあるべきか？」を深くかつ具体的に
考える土俵に読者を引き込むことにあると思う。

人間の可能性に大きな希望を持ち、
ゆえにその発現に真摯に取り組み苦闘している

皆さんにぜひ、その土俵に上がってほしい。

FEATURE

河川・水の学びがもつ価値の概観
身近であるがゆえに普段あまり意識されることのない水と、その水の働きにより形成される身近な

自然の事物としての河川についての学びを、学校教育において意識的に活用することで、児童・生徒が、
物事を関連付けながら概念を構築し、体系化した上で体得していく学習能力の向上に役立てる。

また、河川や水を学びの対象とすることで、自らの言葉で他者とコミュニケーションをする
能力向上や、自然を愛する情操も同時に育むことを目指す取り組み。
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